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第１ 総務に関する事項 
 
１．構成員の現況 

区  分 令和7年4月1日 令和8年4月1日 

評 議 員 計 11 人 計 11 人 

役   員 

理 事 長    1人 

専務理事     1人 
理  事    12人 
監  事     3人 

計17人 

理 事 長    1人 

専務理事     1人 
理  事    12人 
監  事     3人 

計17人 
会   員 136市町村 136市町村 
賛助 会員 2法人 2法人 

関係都道県 27都道県 27都道県 

 

２．役員・評議員の異動 
日 付 役職名 事由 氏  名 職  名 備  考 

R7.5.14 評議員 退任 𠮷𠮷村 武司 前岡山県備前市長  

R7.6.1 理事 退任 比田勝尚喜 長崎県対馬市長  

R7.6.17 理事 退任 岡野 能之 香川県土庄町長  

理事 就任 大江 正彦 香川県小豆島町長  

理事 就任 友田 吉泰 長崎県松浦市長  

評議員 退任 大城 一郎 愛媛県八幡浜市長  

評議員 就任 長﨑 信行 岡山県備前市長  

評議員 就任 岡原 文彰 愛媛県宇和島市長  

R7.7.31 評議員 退任 新村 卓実 北海道奥尻町長  

R7.11.14 評議員 退任 黒田 成彦 前長崎県平戸市長  

R7.11.20 評議員 就任 上遠野浩志 北海道利尻町長  

R8.1.12 理事 退任 久保源一郎 鹿児島県十島村長  

R8.2.13 監事 退任 出口  太 長崎県五島市長  

監事 退任 川添  健 鹿児島県長島町長  

監事 就任 松尾 有嗣 長崎県平戸市長  

監事 就任 岩切 平治 鹿児島県三島村長  

理事 就任 川添  健 鹿児島県長島町長  

評議員 就任 出口  太 長崎県五島市長  
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３．職員の異動 

日 付 職 名 事由 氏  名 備  考 
R7.4.1 調査係 採用 大川 葉月  

総務係 採用 清水 裕貴  
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第２ 会議に関する事項 
 
１．評議員会 
＜定時評議員会（オンライン併用）＞ 

（１）日 時：令和７年６月１７日（火）１４時 

（２）場 所：東京都千代田区「全国町村会館第１会議室」 

（３）出席者：評議員７名 理事長１名 専務理事１名 監事２名 

（４）経 過 
①開会 
②理事長挨拶 
③議長の選出  德山正彦東京都御蔵島村長を選任 
④議事録署名人 小園裕康鹿児島県南種子町長 

⑤議案審議 第１号議案 令和６年度事業報告及び附属明細書について 

      第２号議案 令和６年度計算書類（貸借対照表及び正味財産増減計算書） 

             及び附属明細書並びに財産目録について 

      第３号議案 役員の選任について 

      第４号議案 評議員の選任について 

      ※上記議案はいずれも原案通り承認。 

 

＜第１回臨時評議員会（書面同意）＞ 

（１）日 時：令和７年１１月２０日（木）（決議があったものとみなされた日） 

（２）議 案：第１号議案 評議員の選任について 

       ※上記議案は原案通り承認。 

 

＜第２回臨時評議員会（オンライン併用）＞ 

（１）日 時：令和８年２月１３日（金）１４時 

（２）場 所：東京都千代田区「全国町村会館第１会議室」 

（３）出席者：評議員６名 理事長１名 専務理事１名 監事３名 

（４）経 過 

①開会 

②理事長挨拶 

③議長の選出  大江和彦島根県海士町長を選任 

④議事録署名人 上遠野浩志北海道利尻町長 

⑤議案審議  第１号議案 令和７年度収支補正予算について 

         第２号議案 令和８年度事業計画について 

         第３号議案 令和８年度収支予算について 

         第４号議案 役員の選任について 

         第５号議案 評議員の選任について 

       ※上記議案はいずれも原案通り承認。 
 

２．理 事 会 
＜第１回理事会（オンライン併用）＞ 
（１）日 時：令和７年５月２１日（水）１４時 
（２）場 所：東京都千代田区「全国町村会館第１会議室」 

（３）出席者：理事長１名 理事６名 専務理事１名 監事３名 
（４）経 過 

①開会 
②理事長挨拶 
③理事長及び専務理事の職務執行状況の報告について 
④議事録署名人 荒木耕治理事長、佐々木宏監事、出口太監事、川添健監事 
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⑤議案審議 第１号議案 令和６年度事業報告及び附属明細書について 

第２号議案 令和６年度計算書類（貸借対照表及び正味財産増減計算書） 

        及び附属明細書並びに財産目録について 

       第３号議案 令和７年度定時評議員会の招集及び提出議案について 

                ※上記議案はいずれも原案通り承認。 
 

＜第２回理事会（書面同意）＞ 
（１）日 時：令和７年６月１７日（火）（決議があったものとみなされた日） 
（２）議 案：第１号議案 理事長及び専務理事の選任について 

                ※上記議案は原案通り承認。 

 

＜第３回理事会（オンライン併用）＞ 
（１）日 時：令和７年１０月８日（水）１４時 
（２）場 所：東京都千代田区「全国町村会館ホールＡ」 

（３）出席者：理事長１名 理事１２名 専務理事１名 監事３名 
（４）経 過 

①開会 
②理事長挨拶 
③理事長及び専務理事の職務執行状況の報告について 
④議事録署名人 荒木耕治理事長、佐々木宏監事、出口太監事、川添健監事 

⑤議案審議  第１号議案 令和７年度第１回並びに第２回臨時評議員会の招集及び 

提出議案について 

第２号議案 諸規程の改正について 

                ※上記議案はいずれも原案通り承認。 
 

＜第４回理事会（オンライン併用）＞ 
（１）日 時：令和８年２月１３日（金）１０時 
（２）場 所：東京都千代田区「全国町村会館第１会議室」 

（３）出席者：理事長１名 理事１０名 専務理事１名 監事３名 
（４）経 過 

①開会 
②理事長挨拶  
③理事長及び専務理事の職務執行状況の報告について  
④議事録署名人 荒木耕治理事長、佐々木宏監事、出口太監事、川添健監事 

⑤議案審議  第１号議案 令和７年度収支補正予算について 

第２号議案 令和８年度事業計画について 

       第３号議案 令和８年度会費賦課方法について 

       第４号議案 令和８年度収支予算について 

       第５号議案 規程の一部改正について 

                ※上記議案はいずれも原案通り承認。 
 

３．監  査  
  令和７年５月８日（木）１６時から東京都千代田区「全国町村会館第１会議室」において、

佐々木宏（東京都青ヶ島村長）・出口太（長崎県五島市長）・川添健（鹿児島県長島町長）

各監事により令和６年度事業報告及び収支決算について監査が行われ、小島専務理事、三木

事務局長・調査研究部長、水調査役・総務部長、小澤総務課長、小山田財務係長及び伊賀顧

問会計士が立ち会った。 
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 第３ 事業に関する事項 
 

（１）研修事業 
①研修 

ア．離島市町村等職員研修 

 離島市町村等職員研修は、「市町村アカデミー」（公益財団法人全国市町村研修財団）の

協力を得て開催し、年度研修計画の専門実務課程「観光戦略の実践」クラスに参画するもの

である。 

 令和７年度は、４県４市町村からの職員４名が受講した。 

 

日 時：令和８年１月１９日（月）～１月２３日（金） 
場 所：千葉県千葉市「市町村職員中央研修所（市町村アカデミー）」 
主 催：公益財団法人全国市町村研修財団 
概 要：地域観光資源の発掘及び活用の手法、インバウンド観光の展望、効果的な地域ＰＲ

のための広報戦略、地域事業者との関係づくり等に関する講義や演習等により、観

光地域経営や観光マーケティングの実践能力の向上を目指す。 
 

（参加者） 

都道県名 市町村名 受講者名 職   名 

宮城県 女川町 阿部 菜海 町民生活課主事 

新潟県 佐渡市 後藤麻央里 観光振興課企画調整係主任 
香川県 土庄町 吉田 詩織 商工観光課主任主事 
鹿児島県 十島村 安栖 侑汰 地域振興課主事 
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イ．第３３期島づくり人材養成大学 

本大学は、コミュニティの活性化や産業振興など、地域づくりに取り組んでいる離島住民

を対象とした「島づくりリーダー養成」のための短期集中型講座を中心に、平成４年度から

開講しているものである。 

令和７年度は新たに講師に比嘉夏子氏を迎え、以下の内容で開催。山形県から沖縄県まで

９都県１６市町村２３人が受講した。 

 

日時：令和７年 ８月２６日（火） 事前オンライン研修 

        ９月中      事前課題ワーク・グループ別ミーティング 

        ９月２９日（月）～１０月３日（金） 会場研修（新潟県佐渡島） 

       １１月２６日（水） 事後オンライン研修① 

   令和８年 ２月 ２日（月） 事後オンライン研修② 

主催：公益財団法人日本離島センター 

後援：国土交通省、離島振興対策協議会、全国離島振興協議会 

講師：比嘉 夏子 合同会社メッシュワーク共同代表 

テーマ：「島の日常」のもつ魅力に気づき、発信できる人材の育成 

 

会場研修日程： 

 ９月２９日（月）：開講式、ガイダンス 

          全体研修①、フィールドワーク（両津地区） 

交流会 

   ３０日（火）：小木地区視察・体験、相川地区視察・体験 

          交流会 

１０月 １日（水）：全体研修② 

          班別フィールドワーク 

（金井・平清水地区、両津地区、松ヶ崎地区、相川地区、真野新町地区） 

    ２日（木）：班別フィールドワーク 

全体研修③ 

    ３日（金）：全体研修④ 

講評、修了式 
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参加者： 

 自治体名 島 名前 

1 山形県酒田市 飛島 服部 帰蝶 

2 山形県酒田市 飛島 諏訪 志保 

3 東京都新島村 新島 河原 誠 

4 東京都新島村 式根島 宮川 純 

5 東京都神津島村 神津島 小梨 久美子 

6 新潟県粟島浦村 粟島 加藤 東平 

7 滋賀県近江八幡市 沖島 平尾 友里 

8 滋賀県近江八幡市 沖島 杉浦 健介 

9 島根県隠岐の島町 島後 東 貴一郎 

10 島根県西ノ島町 西ノ島 金子 萌絵 

11 島根県西ノ島町 西ノ島 吉田 真菜 

12 島根県知夫村 知夫里島 角脇 庸介 

13 愛媛県上島町 弓削島 今井 孝志 

14 長崎県新上五島町 中通島 岸川 桃子 

15 長崎県五島市 福江島 岡本 佳峰 

16 長崎県五島市 福江島 竹村 彩 

17 長崎県五島市 福江島 市間 千絵 

18 鹿児島県屋久島町 屋久島 北河 式章 

19 鹿児島県宇検村 奄美大島 辻 泰知 

20 鹿児島県瀬戸内町 奄美大島 茂野 彩花 

21 沖縄県渡嘉敷村 渡嘉敷島 與那嶺 梨美 

22 沖縄県渡嘉敷村 渡嘉敷島 島當 佳奈 

23 沖縄県竹富町 黒島 宮良 道子 
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ウ．離島振興実務担当者研修（しまづくりサミット） 

しまづくりサミットは、全国の離島地域で活動する団体や学生が集い、個々の実践事例の

紹介を通して交流することにより、離島に共通する広域的課題に対して、若い世代の視点か

らの提案も含めて議論する場となるように開催している。令和７年度は「離島公務員等によ

る地域創生～新しい知識・スキルの習得と実践～」をテーマとして、課題共有とネットワー

クづくり、オンラインによる多様な学びの機会の提供、周知を図ることを目的として開催し

た。また、若者の発想を活かした島づくりのため、島在住の高校生などを対象としたオンラ

インワークショップ「高校生サミット」も実施した。 

 

１．日 時：令和７年１１月２１日（金）１３：００～１５：００ 

２．会 場：東京都豊島区「池袋サンシャインシティ文化会館特別ホール５０１」 

３．テーマ：離島公務員等による地域創生～新しい知識・スキルの習得と実践～ 

４．参加者：「アイランダー２０２５」出展者等離島関係者、離島に興味のある一般の方 

       会場６４人（オンライン参加１７人） 

５．登壇者及び主な演題： 

報告①「これからの地方創生と離島公務員への期待」 

 大正大学地域構想研究所 所長 片山善博 

報告②「SHODAI リカレント TV」 

大正大学理事長室 髙橋慈海 

 

６．当日の流れ 

時 間 主な内容 
12 時 30 分～13 時 00 分 会場受付 
13 時 00 分～15 時 00 分 ・開会セレモニー 

・講演（発表） 
１．大正大学地域構想研究所所長 片山 善博 
「これからの地方創生と離島公務員への期待」 
２．大正大学理事長室 髙橋 慈海 
「SHODAI リカレント TV」 
②質疑・コメント・フロア討論 
③総括 

15 時 00 分 閉会 
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エ．「しまづくりフォーラム」  

 離島に関する有識者や研究者、各島で地域づくりに取り組む実践者からの講演や報告な

どを通して、島の将来像や振興策について考え、政策提言などに資することを目的に開催。 
 離島自治体職員、中央官庁職員など約６０人が参加した（オンライン含む）。 
 
日 時：令和７年７月１６日（水）１５：００～１７：００ 
場 所：東京都千代田区 全国町村会館 第１会議室 
テーマ：離島の水産振興 
内 容：①講演「離島の水産振興」 

講師：株式会社水土舎相談役 乾 政秀 氏 
②意見交換「離島水産業の六次産業化」 
コメンテーター：東京海洋大学海洋政策文化学部門教授 工藤 貴史 氏 

 
②指導者等派遣（オンライン含む） 
  令和７年度は下記の研修会等へ講師等を派遣した。 

 
１）「専門ゼミナールⅠ」への講師派遣 
日  時：令和７年６月２７日（金） 
場  所：東京都世田谷区 
主  催：国士舘大学 
派遣講師：本財団総務課長 小澤 卓 
 

２）講義「社会学入門」への講師派遣 
日  時：令和７年７月１４日（月） 
場  所：静岡県三島市 
主  催：順天堂大学 
派遣講師：本財団事務局長兼調査研究部長 三木 剛志 

 
３）「実践技術者講座」への講師派遣 
日  時：令和７年７月２２日（火） 
場  所：静岡県袋井市 
主  催：静岡理工科大学 
派遣職員：本財団広報係 石川 新 
 

４）「島内急患搬送体制の構築に伴う意見聴取会」への講師派遣 
日  時：令和７年８月７日（木）～８日（金） 
場  所：三重県鳥羽市 
主  催：三重県鳥羽市 
派遣講師：本財団総務課長 小澤 卓 
     本財団総務係長 奥村 暁生 
 

５）「第１５回福岡県離島振興推進員大会」への講師派遣 
日  時：令和７年１１月２９日（土） 
場  所：福岡県福岡市 
主  催：福岡県離島振興協議会 
派遣講師：本財団専務理事 小島 愛之助  

  



 

- 10 - 
 

 

６）「令和７年度離島振興研修会」への講師派遣 
日  時：令和７年１２月３日（水） 
場  所：北海道札幌市 
主  催：北海道離島振興協議会 
派遣講師：本財団事務局長兼調査研究部長 三木 剛志 
 

７）「令和７年度 SSH 伊豆大島研修事後学習会」への講師派遣 
日  時：令和７年１２月１５日（月） 
場  所：東京都千代田区 
主  催：都立日比谷高等学校 
派遣講師：本財団広報係 石川 新 
 

８）「対馬グローカル大学」への講師派遣 
日  時：令和８年１月１６日（金） 
場  所：オンライン 
主  催：長崎県対馬市 
派遣講師：本財団広報係 石川 新 
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（２）調査研究 

①自主研究 

ア．離島の実態調査等 

四方を海などに囲まれるなど自然的・社会的条件が厳しく、人口減少や少子高齢化が都市や

本土過疎地域に先行して進行する離島地域の振興において、新技術やデジタル技術の活用によ

る地域課題の解決が急務といえる。 

国土交通省では、令和２年度より「スマートアイランド推進実証調査」を実施し、新技術や

デジタル技術活用の一層の推進および実装に取り組んできている。また、令和５年４月に施行

された改正離島振興法においても産業、交通・物流、通信、医療・福祉、教育、防災などさま

ざま分野における課題に対して、これら技術を活用する旨が新たに規定されたところである。 

これらの現況を踏まえ、令和７年度は文献調査や現地調査などにより離島における新技術の

活用による地域課題解決事例を把握した。また、屋久島町における「フェリー屋久島２」の長

期欠航の影響調査を目的としたヒアリング調査を実施した。 

 

イ．海外離島調査 

 １）調査実施の趣旨 

   諸外国の離島をはじめとした地域の現地調査やヒアリングなどを通して、海外における

地域づくり手法などを学び、日本における今後の離島振興や政策提言に資するために実施

した。 

 ２）実施日程 

  令和７年１１月２日（日）～９日（日）８日間 

 ３）視察先及び主なテーマ 

  スペイン王国バレアレス諸島（マヨルカ島、メノルカ島、イビサ島、フォルメンテーラ島） 

「持続可能な観光業と地域資源を活かした農畜産業振興策」  

４）主な訪問先 

マヨルカ島：バレアレス自治州政府、フローデサル塩田 ほか 

メノルカ島：農業組合サーコーポラティバ、ラ・アルブフェラ・デル・グラウ自然公園、 

ユネスコ世界文化遺産「タラヨット期のメノルカ島の先史時代遺跡群」 ほか 

イビサ島：ユネスコ世界複合遺産「イビサ、生物多様性と文化」地区、マリーナ イビサ、

サ・カレタ遺跡 ほか 

フォルメンテーラ島：サン・フランセスク地区、プンタプリマの塔 ほか 

 ５）参加者 

愛媛県上島町長                上村 俊之 

鹿児島県長島町建設課長            奥地 栄祐 

鹿児島県屋久島町政策推進課企画調整係長    田口  剛 

鹿児島県与論町総務企画課係長         池田 真紀 

日本離島センター調査係長           佐伯 直樹 

日本離島センター広報係            石川  新 （６名） 

※通訳・コーディネータ（同行）        アロンソ トビアス 

 

②受託事業 

令和７年度は受託事業なし。 
 

③各種コンサルテーション活動 

調査研究結果を活用し、コンサルティング活動として会員市町村関係者をはじめ、メディア

関係者や一般国民による問い合わせ（事務所来訪または電話、ＦＡＸなど）に、随時対応した。

また、本財団ホームページ「しましまネット」を通じての問い合わせ（３８件）にも随時対応

した。 
相談内容は、島づくり活動などの事例や国庫補助事業の照会、離島に係る統計データや、島

への移住定住や就労状況並びに離島留学実施の情報提供などであった。 
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法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
 

同
左
 

同
左
 

2
0
25

/3
 

A
5 

2
5
2 
 

4
/
10
 
琉
球
の
方
言

4
8
号
 

法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
 

同
左
 

同
左
 

2
0
25

/3
 

B
5 

2
5
6 
 

4
/
10
 
沖
縄
研
究
資
料

3
3
 
羽
地
家
 
家
之
伝
物
語
 

法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
 

同
左
 

同
左
 

2
0
25

/3
 

B
5 

8
8
  

4
/
10
 
沖
縄
研
究
資
料

3
4
 
琉
球
資
料
總
目
録
 

法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
 

同
左
 

同
左
 

2
0
25

/3
 

B
5 

1
2
8 
 

4
/
10
 
東
京
諸
島
の
概
要
（
伊
豆
諸
島
・
小
笠
原
諸
島
）
 
―
令
和

6
年
―
 

東
京
都
島
嶼
町
村
会
 

同
左
 

同
左
 

2
0
25

/3
 

A
4 

1
5
0 
 

4
/
11
 
宮
本
常
一
 
農
漁
村
採
訪
録

2
7
 
昭
和

1
4
年

中
国
地
方
調
査
ノ

ー
ト
(
2
) 

宮
本
常
一
 

宮
本
常
一

記
念
館
（
周
防
大

島
文
化
交

流
セ
ン
タ
ー
）
 

同
左
 

2
0
25

/3
 

A
5 

1
3
4 
 

4
/
11
 
島
し
ょ
医
療
研
究
会
誌
 
第

1
6
巻
［
通
巻

1
9
号
］
 

島
し
ょ
医
療
研
究
会
 

同
左
 

同
左
 

2
0
24

/1
1 

A
4 

4
0
  

4
/
18
 
リ
ト
ル
リ
ト
ウ
 
ゆ
る
り
島
散
歩
 
宗
像
大
島
編
 

和
多
奈
 

カ
イ
コ
ト

ク
ワ
コ
 

和
多
奈
 

2
0
23

/9
 

B
5 

7
6
  

5
/
2 

立
正
大
学

 
地
球
環
境
研
究
 
第

2
7
号
 

立
正
大
学
地
球
環
境
科
学
部
 

同
左
 

同
左
 

2
0
25

/3
 

A
4 

1
9
6 
 

5
/
12
 
海
の
民
 
ふ
た
が
み
 
第

2
0
号
 

二
神
系
譜
研
究
会
 

同
左
 

豊
田
渉
 

2
0
22

/3
 

A
5 

8
8
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受
付
日
 

図
 
 
 
書
 
 
・
 
文
  
献
  
名
 

編
 
・
著
 
者
 
名
 

発
 
行
 
所
 
等
 

寄
 
贈
 
者
 
名
 

発
行
年
月
 

判
型
 

総
頁
 

5
/
12
 
海
の
民
 
ふ
た
が
み
 
第

2
1
号
 

二
神
系
譜
研
究
会
 

同
左
 

豊
田
渉
 

2
0
25

/3
 

A
5 

6
8
  

5
/
12
 
フ
ィ
ー
ル
ド
へ
よ
う
こ
そ
！
 
2
0
23

 
加
美
宮
崎
の
民
俗
 

筑
波
大
学
民
俗
学
研
究
室
 

同
左
 

同
左
 

2
0
25

/2
 

A
4 

1
8
6 
 

5
/
26
 
地
域
研
究
 
第

6
4
巻
（
通
巻

10
9
号
）
 

立
正
地
理
学
会
編
集
委
員
会
 

立
正
地
理
学
会
 

同
左
 

2
0
25

/3
 

B
5 

7
8
  

6
/
5 

日
本
海
・

竹
島
の
ア
シ
カ
猟
 
―
1
9
3
4
（
昭
和

9
）
年
の
取
材
記

録
と
『
中
渡
瀬
ア
ル
バ
ム
』
―
 

井
上
貴
央
、
佐
藤
仁
志
 

産
経
新
聞
出
版
 

石
川
新
 

2
0
25

/4
 

A
4 

1
0
8 
 

6
/
9 

2
0
23

年
度
 
新
島
村
博
物
館
年
報
 

新
島
村
教
育
委
員
会
 
新
島
村
博
物
館
 

同
左
 

同
左
 

2
0
25

/3
 

A
4 

7
0
  

6
/
19
 
八
丈
島
カ
ジ
ノ
を
含
む
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
計
画
 
誰
そ
彼
 

黒
岩
宏
昌
 

文
芸
社
 

黒
岩
宏
昌
 

2
0
24

/7
 

B
6 

1
8
4 
 

6
/
30
 
小
笠
原
研
究
年
報
 
4
8 

東
京
都
立
大
学
小
笠
原
研
究
委
員
会
 

同
左
 

同
左
 

2
0
25

/6
 

B
5 

1
4
0 
 

6
/
30
 
小
笠
原
研
究
 
N
o
.5

1
 
F
Y
 
2
02

4（
i
s
su

ed
 i
n 
Ma

rc
h 

2
0
25

）
 

東
京
都
立
大
学
小
笠
原
研
究
委
員
会
 

同
左
 

同
左
 

2
0
25

/3
 

B
5 

7
6
  

7
/
2 

佐
渡
奉
行

所
か
ら
羽
ば
た
い
た
人
た
ち
 
―
江
戸
時
代
末
期
か

ら
明
治
時
代
初
期
―
 

小
林
祐
玄
 

佐
渡
奉
行
所
を
未
来
へ
つ
な

ぐ
会
 

小
林
祐
玄
 

2
0
24

/4
 

B
5 

3
2
  

7
/
2 

近
代
佐
渡

の
教
育
の
源
流
を
求
め
て
 
―
円
山
溟
北
と
修
教

館
・
学
古
塾
―
 

小
林
祐
玄
 

佐
渡
奉
行
所
を
未
来
へ
つ
な

ぐ
会
 

小
林
祐
玄
 

2
0
25

/5
 

B
5 

3
6
  

7
/
2 

令
和

4
年
度
（
20
22

年
度
）
 
市
町
村
民
経
済
計
算
報
告
書

（
旧
 
市
町
村
民
所
得
推
計
報
告
書
）
 

鹿
児
島
県
統
計
協
会
 

同
左
 

同
左
 

2
0
25

/6
 

A
4 

1
2
8 
 

7
/
7 

立
命
館
産

業
社
会
論
集
 
第

6
1
巻
第

1
号
（
通

巻
2
05

号
）
 

立
命
館
大
学
産
業
社
会
学
会
 

同
左
 

同
左
 

2
0
25

/6
 

B
5 

9
0
  

7
/
18
 
昭
和

1
00

年
・
戦
後

8
0
年
 
沖
永
良
部
島
 

聞
き
書
き
選
集
 

知
名
町
の
戦
後
史
（
Ⅱ
）
 

知
名
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
 
三
上
大
輔
 

知
名
町
教
育
委
員
会
 

知
名
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
 

三
上
大
輔
 

2
0
25

/5
 

A
5 

3
3
2 
 

7
/
22
 
宮
古
島
市

n
eo

歴
史
文
化
ロ
ー
ド
 
綾
道
 
自
然
・
動
物
編
 

宮
古
島
市
教
育
委
員
会
 

同
左
 

同
左
 

2
0
25

/3
 

A
5 

6
0
  

7
/
22
 
ク
ロ
ッ
シ
ン
グ
 
オ
ブ
 
青
方
 

中
村
多
栄
子
 

成
陸
出
版

 
田
端
一
彦
 

2
0
25

/5
 

A
5 

1
5
2 
 

7
/
24
 
令
和

5
年
度
 
全
国
簡
易
水
道
統
計
 

（
令
和

5
年

4
月

1
日

～
令
和

6
年

3
月

3
1
日
）
 

全
国
簡
易
水
道
協
議
会
 

同
左
 

同
左
 

2
0
25

/7
 

A
4 

1
7
2 
 

8
/
13
 
藍
を
継
ぐ
海
 

伊
与
原
新
 

新
潮
社
 

山
口
県
萩
市
長
 
田
中
文
夫
 

2
0
25

/5
 

B
6 

2
9
0 
 

8
/
13
 
ウ
ミ
ガ
メ
博
物
学
 
砂
浜
と
ウ
ミ
ガ
メ
と
ヒ
ト
の
は
な
し
 

亀
崎
直
樹
 

南
方
新
社

 
同
左
 

2
0
25

/2
 

B
6 

2
5
8 
 

8
/
22
 
宮
本
常
一
 
農
漁
村
採
訪
録

2
8
 
昭
和

1
0
年

周
防
大
島
調
査
ノ

ー
ト
 

宮
本
常
一
 

宮
本
常
一

記
念
館
（
周
防
大

島
文
化
交

流
セ
ン
タ
ー
）
 

同
左
 

2
0
25

/8
 

A
5 

6
8
  

9
/
8 

水
道
事
業

実
務
必
携
＜
令
和

7
年
度
改
訂
版
＞
 

第
1
部
 
水

道
施
設
整
備
費
に
係
る
交
付
要
綱
 
第

2
部
 
水
道
施
設
整
備

費
に
係
る
歩
掛
表
 

全
国
簡
易
水
道
協
議
会
 

同
左
 

同
左
 

2
0
25

/9
 

A
4 

1
,
06

0 
 

9
/
9 

平
島
の
歴

史
 
我
が
郷
土
 
平
島
の
歴
史
 

林
嘉
幸
 

同
左
 

同
左
 

2
0
25

/3
 

A
3 

2
7
8 
 

1
0
/6
 
観
光
と
地
域
Ⅱ
 
現
場
に
ま
な
ぶ
観
光
の
か
た
ち
 

深
見
聡
 

南
方
新
社

 
深
見
聡
 

2
0
25

/9
 

A
5 

1
4
4 
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受
付
日
 

図
 
 
 
書
 
 
・
 
文
  
献
  
名
 

編
 
・
著
 
者
 
名
 

発
 
行
 
所
 
等
 

寄
 
贈
 
者
 
名
 

発
行
年
月
 

判
型
 

総
頁
 

1
0
/2

1 
プ
ロ
ダ
イ

バ
ー
の
ウ
ニ
駆
除
ク
エ
ス
ト
 
環
境
保
全
に
取
り
組

ん
で
わ
か
っ
た
海
の
面
白
い
話
 

中
村
拓
朗
 

K
A
DO

KA
WA
 

石
川
新
 

2
0
23

/9
 

B
6 

2
5
0 

1
0
/2

1 
マ
イ
マ
イ

は
美
味
い
の
か
 
人
と
カ
タ
ツ
ム
リ
の
関
係
史

盛
口
満
 

岩
波
書
店
 

石
川
新
 

2
0
23

/6
 

B
6 

2
9
6 

1
0
/2

1 
無
人
島
、

研
究
と
冒
険
、
半
分
半
分
。
 

川
上
和
人
 

東
京
書
籍
 

石
川
新
 

2
0
23

/9
 

B
6 

3
2
8 

1
0
/2

4 
フ
ォ
ト
エ

ッ
セ
イ
 
南
西
諸
島
１
２
０
０
k
m
 
そ
の
光
と
陰

神
谷
隆
史

 
日
本
写
真
企
画
 

神
谷
隆
史
 

2
0
25

/1
0 

A
5 

2
4
8 

1
0
/2

7 
た
ん
に
ゃ

む
に
辞
書
 
沖
永
良
部
島
田
皆
方
言
辞
書
 
2
0
25

年
版
 

た
ん
に
ゃ
む
に
辞
書
編
集
委
員
会
 

同
左
 

知
名
町
役
場
 

2
0
25

/9
 

A
4 

1
0
4 

1
0
/2

7 
妙
好
人
お

か
る
さ
ん
 

西
村
眞
詮
・
西
村
義
詮
 

六
光
会
 

東
大
悟
 

2
0
04

/1
2 

A
5 

5
6
 

1
0
/2

7 
ま
ん
が
妙

好
人
伝
 
六
連
島
の
お
軽
 

宮
浦
一
郎
 

真
宗
大
谷
派
 
難
波
別
院
 

東
大
悟
 

2
0
15

/1
1 

B
6 

3
6
 

1
1
/1

4 
琉
球
弧
の

入
墨
 
針
突
 
復
刻
 
奄
美
大
島
婦
人
の
入
墨
研
究
 

付
 
入
墨
の
図
 

鹿
児
島
県
立
大
島
中
学
校
 

南
方
新
社
 

同
左
 

2
0
25

/1
0 

B
5 

1
2
4 

1
1
/1

8 
立
命
館
産

業
社
会
論
集
 
第

6
1
巻
第

2
号
（
通

巻
2
06

号
）
 

立
命
館
大
学
産
業
社
会
学
会
 

同
左
 

同
左
 

2
0
25

/9
 

B
5 

1
3
4 

1
1
/1

9 
日
本
し
ま

紀
行
①
 
日
本
海
の
島
々
（
Ⅰ
）
 
【
北
海
道
・
山

形
県
・
新
潟
県
編
】
 

乾
政
秀
 

水
声
社
 

乾
政
秀
 

2
0
25

/1
1 

B
6 

3
3
6 

1
1
/1

9 
東
京
「
宝

島
村
」
 
大
久
保
家
を
核
と
し
た
ト
カ
ラ
列
島
・
宝

島
出
身
者
の
集
住
と
製
本
業
の
発
展
 

土
屋
久
 

同
左
 

杉
田
ハ
ル
コ
 

2
0
25

/5
 

A
5 

6
4
 

1
1
/2

5 
次
代
を
拓

く
持
続
可
能
な
島
づ
く
り
計
画
 
―
新
・
沖
縄

2
1
世

紀
ビ
ジ
ョ
ン
離
島
振
興
計
画
―
 
（
実
施
計
画

）
 
（
中
期
：

令
和

7
年
度
～
令
和

9
年
度
）
 

沖
縄
県
企
画
部
地
域
・
離
島
課
 

同
左
 

同
左
 

2
0
25

/9
 

A
4 

2
3
6 

1
1
/2

6 
リ
ト
ル
リ

ト
ウ
【
5
】
 
ゆ
る
り
島
散
歩
 
大
入
島
編

和
多
奈
 

カ
イ
コ
ト
ク
ワ
コ

和
多
奈
 

2
0
25

/2
 

B
5 

8
8
 

1
1
/2

6 
リ
ト
ル
リ

ト
ウ
【
6
】
 
ゆ
る
り
島
散
歩
 
神
集
島
編

和
多
奈
 

カ
イ
コ
ト
ク
ワ
コ

和
多
奈
 

2
0
25

/9
 

A
5 

4
2
 

1
1
/2

6 
リ
ト
ル
リ

ト
ウ
【
6
.
5
】
 
ゆ
る
り
島
散
歩
 

松
島
編

和
多
奈
 

カ
イ
コ
ト
ク
ワ
コ

和
多
奈
 

2
0
25

/1
1 

B
5 

1
6
 

1
2
/3
 
小
型
浮
体
式
海
洋
温
度
差
発
電
（
O
T
E
C
）
の
導
入
に
関
す
る
調

査
研
究
 
～
国
境
離
島
の
経
済
安
定
と
海
洋
の
安
全
保
障
に
寄

与
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
～
 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
海
ロ
マ
ン

2
1
 
海
洋

資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
会
 

同
左
 

同
左
 

2
0
25

/9
 

A
4 

7
4
 

1
2
/3
 
島
し
ょ
医
療
研
究
会
誌
 
第

1
7
巻
［
通
巻

2
0
号
］
 

島
し
ょ
医
療
研
究
会
 

同
左
 

同
左
 

2
0
25

/3
 

A
4 

4
0
 

1
2
/1

2 
自
治
医
科

大
学
医
学
部
卒
業
生
の
現
状
 
令
和

7
年

7
月

1
日

現
在
 

自
治
医
科
大
学
地
域
医
療
推
進
課
 

同
左
 

同
左
 

2
0
25

/1
2 

A
3 

3
4
 

1
2
/1

2 
自
治
医
科

大
学
医
学
部
 
卒
業
生
へ
の
支
援
事
業
 
2
0
25

-2
6 

自
治
医
科
大
学
地
域
医
療
推
進
課
 

同
左
 

同
左
 

2
0
25

/1
2 

A
3 

2
0
 

1
2
/1

9 
日
本
し
ま

紀
行
②
 
日
本
海
の
島
々
（
Ⅱ
）
 
【
石
川
県
・
島

根
県
・
山
口
県
・
福
岡
県
編
】
 

乾
政
秀
 

水
声
社
 

乾
政
秀
 

2
0
25

/1
2 

B
6 

3
0
4 

1
2
/2

2 
小
豆
島
オ

リ
ー
ブ
検
定
 
公
式
テ
キ
ス
ト
 
改
訂
版
 

香
川
県
小
豆
島
町
オ
リ
ー
ブ
課
 

同
左
 

石
川
新
 

2
0
18

/9
 

A
6 

1
1
0 

1
2
/2

5 
立
命
館
産

業
社
会
論
集
 
第

6
1
巻
第

3
号
（
通

巻
2
07

号
）
 

立
命
館
大
学
産
業
社
会
学
会
 

同
左
 

同
左
 

2
0
25

/1
2 

B
5 

9
2
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受
付
日
 

図
 
 
 
書
 
 
・
 
文
  
献
  
名
 

編
 
・
著
 
者
 
名
 

発
 
行
 
所
 
等
 

寄
 
贈
 
者
 
名
 

発
行
年
月
 

判
型
 

総
頁
 

1
2
/2

6 
島
し
ょ
保

健
所
事
業
概
要
 
令
和

7
年
版
 

東
京
都
島
し
ょ
保
健
所
 

同
左
 

同
左
 

2
0
25

/1
1 

A
3 

1
2
4 
 

1
/
5 

十
八
世
中

村
勘
三
郎
十
三
回
忌
追
善
 
三
島
村
歌
舞
伎
 
俊
寛
 

鹿
児
島
県
三
島
村
 

同
左
 

同
左
 

2
0
25

/3
 

A
4 

2
0
  

1
/
20
 
小
笠
原
 
特
集
第

7
0
号
 
小
笠
原
協
会
創
立

6
0
周
年
記
念
号
 

小
笠
原
の
発
展
に
寄
与
し
た
人
々
 

公
益
財
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（４）広報宣伝 

①資料及び図書の作成・頒布 

ア．広報誌『しま』の刊行・頒布 
令和７年度は第２８２号～２８５号を刊行した。規格：Ａ５判 

 
▼『しま』282号（138頁）発行部数：3,050部 
＜グラビア＞満開の香雪蘭と唐滝散策―五感で楽しむ南海の春 東京都八丈島 
＜特集＞離島の畜産業のいまⅠ 
離島における肉用牛産業の展開を読み解く／大型和牛繁殖支援施設による持続可能な畜産

の実現（新潟県佐渡市）／島の酪農文化の継承と高品質な乳製品の提供を目指して（東京都

八丈町）／子牛生産地としての基盤強化と「壱岐牛」のブランド化（長崎県壱岐市）／「周

年放牧体系」の強みを生かす畜産振興（鹿児島県十島村） 
＜TOPICS＞日本損害保険協会が軽消防自動車四台を全国の離島へ寄贈 
＜連載＞生きものを 守って活かす 島づくり第2話 東京都三宅島／島の精神文化誌第64話 
かくれキリシタン（後篇）／島の学校から第13校 長崎県立宇久高等学校／全推連会員の活

動紹介33 三重県答志島／宮本常一写真を読むその39 山口県周防大島三ケ浦（後篇） 
＜インタビュー＞履歴書のなかの島 大崎上島で育ったバレエダンサーとして 東京バレ

エ団 プリンシパル 池本 祥真 
＜コラム＞文学・映画の舞台を歩く『豚の報い』 沖縄県久高島／永続離島論9  
＜映画評＞『この夏の星を見る』 
＜書評＞三浦 基裕 著『村田兆治という生き方 マサカリ投法、永遠なれ』／乾 政秀 著『島

の暮らしを支える漁業と生業』 
＜調査報告＞特定有人国境離島のいま⑥東京都八丈町 
＜事業＞離島人材育成基金助成事業 令和6年度事例報告①地域一丸で壁画を制作し「恐竜

のまち」をＰＲ（鹿児島県甑島）／令和7年度「離島人材育成基金助成事業」下期募集を開

始／令和7年度全離島通常総会開催 
＜編集部企画＞《島サウナ》でととのう 
＜巻末企画＞島で生まれたグラフィックデザイナーが歩いて見つけた島デザイン 新潟県

佐渡島① 
 
 
▼『しま』283号（122頁）発行部数：3,000部 
＜グラビア＞慶良間の海洋文化の継承と活用 沖縄県座間味島 
＜特集＞離島の畜産業のいまⅡ 
唯一無二のレモンポーク――島の養豚農家の挑戦（愛媛県上島町）／島が育み、人が守る地

域に根差した「五島美豚」（長崎県五島市）／日本農業遺産の島で営まれる山羊畜産業（沖

縄県多良間村）／奄美の自然を生かした高品質の鶏卵・鶏肉生産（鹿児島県奄美大島）／人

と自然が共存するニホンミツバチ養蜂（長崎県対馬市） 
＜巻頭言＞地域の皆様の声に誠実な離島振興 
＜TOPICS＞離島活性化のための交付金の概要と事例紹介／アイランダー高校生サミット2
025開催決定／Young Islanders Forum Japan 開催 
＜連載＞生きものを 守って活かす 島づくり第3話 島根県知夫里島／島の精神文化誌第65
話 夏越祭り／全推連会員の活動紹介34 東京都八丈島／宮本常一写真を読むその40 戦後8
0年と宮本常一写真 
＜インタビュー＞履歴書のなかの島 棋士としての活力を養う対馬 将棋棋士 佐々木大地 
＜コラム＞文学・映画の舞台を歩く『出口のない海』 山口県大津島／永続離島論 10 
＜映画評＞『風のマジム』 
＜書評＞山本 慎一 著『島の宝を守る白石踊800年の伝統を受け継ぐ若者たち』／中村 多
栄子 著『クロッシングオブ青方』 
＜調査報告＞離島の第一次産業を考える① 沖縄県座間味村 
＜事業＞しまづくりフォーラム開催報告 六次産業化から離島の水産業の活路を探る／離
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島人材育成基金助成事業 令和6年度事例報告②宮本常一写真から上島町の現在、未来を考

える 
＜現地レポート＞スポーツアイランドで離島球児たちが躍動 
＜巻末企画＞島で生まれたグラフィックデザイナーが歩いて見つけた島デザイン 新潟県

佐渡島② 
 
▼『しま』284号（116頁）発行部数：3,000部 
＜グラビア＞未来に受け継ぐ伝統―民衆娯楽と郷土の味 香川県小豆島町 
＜特集＞離島振興とリスキリング 
これからの地方創生と離島公務員への期待―しまづくりサミット2025講演抄録／奄美大島

から始まる学びの革新―離島におけるリスキリングの実践（鹿児島県奄美大島）／対馬グロ

ーカル大学を通じた人材育成と学びの可能性（長崎県対馬市） 
＜TOPICS＞スマートアイランドEXPO2025開催 
＜寄稿＞リトケイとシマ会議から生まれた広域連携の輪 
＜連載＞生きものを 守って活かす 島づくり第4話 鹿児島県奄美大島（前篇）／島の学校か

ら 
第14校 愛媛県立弓削高等学校／島の精神文化誌第66話 五社神社の守り人／全推連会員の

活動紹介35 鹿児島県甑島／宮本常一写真を読むその41 愛媛県青島 前篇 
＜インタビュー＞履歴書のなかの島 島はワクワクするんです！ 元プロ野球選手 和田 一
浩 
＜コラム＞文学・映画の舞台を歩く『島抜け』鹿児島県種子島／永続離島論11 
＜書評＞田中輝美 著『関係人口の時代』／日本海洋学会・日本海洋政策学会編『海の事典

 海の未来を考える』 
＜調査報告＞離島の産業を考える② 香川県小豆島／佐渡・海府地区のくらし 
＜事業＞離島人材育成基金助成事業 令和6年度事例報告③ 島の将来に寄与する交通手段

の調査と住民向け説明会 
＜レポート＞しまづくりキャラバン開催報告 
＜巻末企画＞島で生まれたグラフィックデザイナーが歩いて見つけた島デザイン 新潟県

佐渡島③ 
 
▼『しま』285号（142頁）発行部数：3,050部 
＜グラビア＞豊かな信仰と雄大な自然との共存 東京都三宅島 
＜特集＞離島の滞在型・体験型観光を考える 
住民が主役の滞在・体験型島づくりに向けて／島の魅力を巡るデジタルスタンプラリー（北

海道利尻島）／住民から来島者まで多様な体験プログラムの提供（東京都三宅村）／島の暮

らしを第一に考える観光地域づくり（長崎県小値賀町） 
＜寄稿＞離島航路における船員不足の現状と対策 
＜連載＞生きものを 守って活かす 島づくり第5話 鹿児島県奄美大島（後篇）／島の精神文

化誌第67話 若菜祭・八日様／島の学校から第15校 沖縄県立宮古高等学校／全推連会員の

活動紹介36 宮城県気仙沼大島／宮本常一写真を読むその42 愛媛県青島 後篇 
＜特別企画＞シリーズ『日本しま紀行』刊行記念インタビュー 
＜コラム＞文学・映画の舞台を歩く『今日も嫌がらせ弁当』東京都八丈島／永続離島論12 
＜書評＞盛口 満 編著『琉球動物民俗事典 聞き書き 琉球列島の動物利用』／根本 祐二

 著『インフラ崩壊 老朽化する日本を救う「省インフラ」』 
＜報告＞日本離島センター設立60周年記念式典開催 
＜調査報告＞フェリー屋久島2の長期欠航による影響／離島の産業を考える③ 東京都三宅

村 
＜事業＞アイランダー高校生サミット2025／離島人材育成基金助成事業 令和6年度事例報

告④離島留学制度の導入に向け、先進地を視察 
＜資料＞令和八年度 離島振興関係国家予算政府原案 
＜写真報告＞スペイン・バレアレス諸島 
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＜レポート＞アイランダー2025 
＜巻末企画＞島で生まれたグラフィックデザイナーが歩いて見つけた島デザイン 愛知県

篠島 
 
イ．『離島統計年報』ＣＤ－ＲＯＭ版の制作・頒布 
 離島振興法をはじめ全国の法指定離島の基本的な統計資料を体系的に収録した『２０２

３離島統計年報』CD-ROM版を刊行、『２０２４離島統計年報』CD-ROM版を編集した。 

１）規格及び部数 CD-ROM Windows版（PDF及びEXCELファイルを収録）500枚 

２）内 容 

①図表で見る島の動き ②概要 ③人口動態 ④教育 ⑤農林水産業生産額 ⑥観光・自然公園 

⑦道路・車両 ⑧港湾・航路 ⑨空港・航空路 ⑩医療 ⑪水道 ⑫廃棄物・下水処理 

 
 
ウ．日本の島ガイド『ＳＨＩＭＡＤＡＳ（シマダス）』改訂版の頒布 

日本全国の有人島をはじめ約1,750の島々の各種情報を掲載した同書（令和元年度刊行）

を頒布した（在庫を全て出荷し流通在庫で対応）。人口や面積などの基礎データ、交通、観

光、生活、ひと、島おこし事業などの情報を収録している。 

書名：新版 日本の島ガイド『ＳＨＩＭＡＤＡＳ（シマダス）』 

体裁：Ａ５版変型 １，７１２ページ 本文・地図２色刷 

カラー口絵３２ページ 索引図４８ページ 

 

 

エ．島の広報用冊子等の刊行・頒布 
 島の基本情報をはじめ、永く受け継がれてきた環境や習俗、伝統行事など、島がもつ自然

と文化の多様性を紹介するとともに、島に関する法律や制度を概説する広報用冊子、パンフ

レットを刊行・増刷し、広く一般及び関係機関などに無償配布した。 
 
１）広報用冊子『島々の日本』 
１．構成・体裁 本篇として「島の基本情報」「島の自然と文化」「島の行事」「島の振興を

図る法律と制度」「島の現状と未来」、資料篇として「島のデータ集」「島の振興

略年表」「日本離島センターの紹介」、巻末には「島と海の地図」を収録した冊子

（令和５年１１月第１刷発行）を増刷した。Ａ４判、１５２ページ、本文・地図

カラー。 
２．発行 令和７年９月 第５刷発行 
３．配布 ウェブサイト上に「冊子『島々の日本』入手希望者連絡フォーム」を設け、申し

込みがあった方に対して、本財団で送料を負担し、無料で配布した。 
 
２）パンフレット『Quick（クイック）島々の日本』 
１．構成・体裁 広報用冊子『島々の日本』の内容をベースに、「島の基本情報」「島の自然

と文化」「離島の振興を図る法律と制度」「離島のいま」「日本離島センターの事

業」で構成したパンフレット（令和６年３月第１刷発行）を増刷した。Ａ４判、

１６ページ、本文カラー。 
２．発行 令和７年８月 第３刷発行 
３．配布 本財団が主催するイベントなどで配布した。 
 
３）リーフレット「島は日本の未来」 
１．構成・体裁 広報用冊子『島々の日本』の内容をベースに、「島の基本情報」を中心に

配布用のリーフレット（令和７年１月発行）を配布。Ａ４判、４ページ、本文カ

ラー。 
２．配布 本財団が主催するイベントなどで配布した。 
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４）パンフレット「数字でみる島」 
１．構成・体裁 広報用冊子『島々の日本』の内容をベースに、数字に着目して「島の存在

と海」「島の人口」「島の医療・島の教育」「島の港と交通」「島の産業」「島の文

化と自然」「振興法対象の島々」をまとめたパンフレットを作成した。Ａ４判、

１６ページ、本文カラー。 
２．発行 令和８年２月 第１刷発行 
３．配布 本財団が主催するイベントなどで配布した。 
 

 

②離島の果たす国家的・国民的役割のＰＲ 

日本の島全図『Shima-zu（シマーズ）』（令和６年５月第２版発行）を継続配布した。 
 

また、令和７年度は、離島に対する国民的理解を深めるため、次の事業に対し支援・後援

した。 
 
１）東京愛らんどフェア「島じまん２０２５」 

主 催：島じまん実行委員会 
日 時：令和７年５月２４日（土）～５月２５日（日） 
場 所：東京都港区 

 
２）第１８回粟島クリーンアップ作戦 

主 催：粟島クリーンアップ作戦実行委員会 
日 時：令和７年６月１５日（日） 
場 所：新潟県粟島浦村 
 

３）第２５回 MISHIMA CUP 
主 催：MISHIMA CUP 実行委員会 
日 時：令和７年７月２６日（土） 
場 所：鹿児島県三島村 
※悪天候により中止 
 

４）第３３期「緑のふるさと協力隊」事業 
主 催：特定非営利活動法人 地球緑化センター 
日 時：令和７年８月１日（金）～令和９年３月３１日（水）※活動期間 

     
５）第１９回トカラ列島島めぐりマラソン大会 

主 催：十島村 
日 時：令和７年１０月３日（金）～１０月５日（日） 
場 所：鹿児島県十島村 

 
６）離島医療会議～離島のいまを知り、未来をつくる～ 

主 催：海士町、鳥羽市、株式会社風と土と、アンタ―株式会社、 
ＮＰＯ法人離島経済新聞社 

日 時：令和８年１月３１日（土） 
場 所：三重県鳥羽市／オンライン 
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③「アイランダー２０２５」の開催協力 

国土交通省と共催で、島々がもつ素晴らしさを都市住民などへ発信することで、関係・交

流人口の拡大、ＵＪＩターンの促進につなげるなど、離島地域の活性化に資することを目的

に開催。令和７年度は、特に物産販売を通じて、島に触れたことのない来場者にも島の魅力

を発信した。 

 

日 時：令和７年１１月２２日（土）、２３日（日） 

※リアル・オンライン交流ともに同日開催 

 

会 場：池袋サンシャインシティ展示ホールＤおよび公式ＨＰ 

（https://www.i-lander.com） 

 

主 催：国土交通省、公益財団法人日本離島センター 

 

後 援：内閣府、総務省、文部科学省、厚生労働省、農林水産省、経済産業省、環境省、公

益財団法人小笠原協会、公益財団法人沖縄協会、公益社団法人日本観光振興協会、

離島振興対策協議会、全国離島振興協議会、都市と農山漁村の共生・対流推進会議 

 

出展者数：８２団体、ほか島外団体 

参加団体は次頁の通り。 

 

来場者数：会場：来場者約１０,８００人 

     ステージ：観覧者数約２,０００人 

     ＨＰ閲覧者：約２７,０００人（令和７年９月～令和８年１月） 

     ＨＰでのライブ配信視聴者：約８００人 

内 容： 

 ①ブース出展：島または群島・諸島・列島単位で、ブースを設営し、特産品販売や試飲

試食観光ＰＲ、移住・定住相談、ワークショップを行った。 

②ステージ：会場内に設置したステージ上での伝統芸能の披露、島のＰＲなどを実施。

また、ウェブ会議システムを利用し、観光名所や特産品の紹介などを島から中継で行

った。これらの模様は公式ＨＰ上でライブ配信した。 

③飲食提供：会場内で島の食材を用いた料理（海鮮丼、揚げ物、ドリンク等）を提供す

る「島グルメコーナー」を設置。新メニュー「４種の島の海鮮漬け丼」などが好評だ

った。 

④「島めぐりスタンプラリー」を企画し、出展ブース６か所にスタンプを設置し、全て

集めると景品として、日本の島全図『シマーズ』か、オリジナルデザインのトートバ

ッグいずれか一つを贈呈した。３,０００人が参加。また、「島 EXPO」から一部団体

を招待し、ブース内および特設ブースにて商品を販売するよう、誘導した。 
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アイランダー２０２５参加団体 

参加形態：①リアル ②オンライン 

都道県名 市町村・組織名 出展島名 ① ② 

北海道 礼文町 礼文島 〇 
 

北海道 利尻町 利尻島 〇 
 

北海道 利尻富士町 利尻島 〇 
 

北海道 羽幌町 天売島・焼尻島 〇 
 

北海道 奥尻町 奥尻島 〇 
 

宮城県 宮城県離島振興協議会 田代島・網地島、浦戸諸島、出島・江島 〇 
 

山形県 酒田市 飛島 〇 
 

東京都 大島町 伊豆大島 〇 
 

東京都 利島村 利島 〇 
 

東京都 新島村 新島・式根島 〇 
 

東京都 神津島村 神津島 〇 
 

東京都 御蔵島村 御蔵島 〇 
 

東京都 八丈町 八丈島 〇 
 

東京都 青ヶ島村 青ヶ島 〇 
 

東京都 小笠原村 父島・母島 〇 
 

東京都 伊豆諸島・小笠原諸島地域

力創造対策協議会 

伊豆諸島・小笠原諸島 〇 
 

新潟県 粟島浦村 粟島 〇 
 

新潟県 佐渡市 佐渡島 〇 
 

石川県 輪島市 舳倉島 〇 
 

愛知県 西尾市 佐久島 〇 
 

愛知県 南知多町 日間賀島、篠島 〇 
 

三重県 鳥羽市 神島、答志島、菅島、坂手島 〇 〇 

三重県 志摩市 渡鹿野島、間崎島 〇 
 

滋賀県 近江八幡市 沖島 〇 
 

兵庫県 南あわじ市 沼島 〇 〇 

兵庫県 姫路市 家島諸島 〇 
 

島根県 隠岐の島町 隠岐諸島 島後 〇 
 

島根県 海士町 隠岐諸島 中ノ島 〇 
 

島根県 西ノ島町 隠岐諸島 西ノ島 〇 
 

島根県 知夫村 隠岐諸島 知夫里島 〇 
 

岡山県 岡山市 犬島 〇 
 

岡山県 笠岡市 笠岡諸島 〇 
 

広島県 三原市 佐木島・小佐木島 〇 〇 

広島県 大崎上島町 大崎上島 〇 
 

広島県 江田島市 江田島・能美島 〇 
 

山口県 岩国市 柱島 〇 
 

山口県 周防大島町 周防大島諸島 〇 
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都道県名 市町村・組織名 出展島名 ① ② 

山口県 周南市 大津島 〇 
 

山口県 萩市 萩諸島（見島、大島、相島、櫃島） 〇 
 

徳島県 阿南市 伊島 〇 
 

徳島県 牟岐町 出羽島 〇 
 

香川県 小豆島町 小豆島 〇 〇 

香川県 土庄町 小豆島・豊島・小豊島・沖之島 〇 
 

香川県 直島町 直島 〇 
 

香川県 高松市 男木島 〇 
 

香川県 丸亀市 本島・牛島・広島・小手島・手島 〇 
 

香川県 多度津町 高見島・佐柳島 〇 
 

香川県 観音寺市 伊吹島 〇 
 

愛媛県 上島町 弓削島・佐島・生名島・岩城島・赤穂根島・魚島・

高井神島 

〇 
 

愛媛県 松山市 忽那諸島 〇 
 

佐賀県 唐津市 高島・神集島・向島・加唐島・松島・馬渡島・小

川島 

〇 
 

長崎県 対馬市 対馬島 〇 
 

長崎県 壱岐市 壱岐島 〇 
 

長崎県 松浦市 青島 〇 
 

長崎県 佐世保市 宇久島 〇 
 

長崎県 小値賀町 小値賀諸島 〇 
 

長崎県 新上五島町 中通島、頭ヶ島、桐ノ小島、若松島、日島、有福

島、漁生浦島 

〇 
 

長崎県 五島市 五島列島 〇 
 

長崎県 西海市 松島 〇 
 

長崎県 長崎市 高島 〇 
 

熊本県 天草市 御所浦島 〇 
 

大分県 姫島村 姫島 〇 
 

大分県 津久見市 保戸島 〇 
 

大分県 佐伯市 深島、屋形島 〇 
 

宮崎県 延岡市 島野浦島 〇 〇 

鹿児島県 長島町 長島・獅子島・伊唐島・諸浦島 〇 
 

鹿児島県 薩摩川内市 甑島列島 〇 
 

鹿児島県 種子島屋久島振興協議会 屋久島・種子島 〇 
 

鹿児島県 屋久島町 口永良部島 〇 〇 

鹿児島県 三島村 竹島・硫黄島・黒島 〇 
 

鹿児島県 十島村 トカラ列島 〇 〇 

鹿児島県 瀬戸内町 奄美大島 〇 〇 

鹿児島県 喜界町 喜界島 〇 
 

鹿児島県 徳之島町 徳之島 〇 
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都道県名 市町村・組織名 出展島名 ① ② 

鹿児島県 伊仙町 徳之島 〇 
 

鹿児島県 和泊町 沖永良部島 〇 
 

鹿児島県 知名町 沖永良部島 〇 〇 

鹿児島県 奄美群島広域事務組合 奄美群島全体 〇 
 

沖縄県 渡嘉敷村 渡嘉敷島 〇 
 

沖縄県 久米島町 久米島 〇 
 

沖縄県 北大東村 北大東島 〇 〇 

沖縄県 南大東村 南大東島 〇 
 

 

 

④「拡大版しまづくりキャラバン」の実施 

令和７年度は「拡大版しまづくりキャラバン」として「２０２５年大阪・関西万博」の期

間中に、同会場周辺で開催されるイベントに参画し、食品等を通じた離島に関する総合イベ

ントとして実施した。特に９月６日・７日は一般向け展示即売イベント内で「島ＥＸＰＯ 

五感で楽しむ島々の彩典」を開催した。 

 １）日時 令和７年９月４日（木）～７日（日） 

 ２）場所 インテックス大阪（大阪市住之江区） 

（９月４日・５日）「フードストアソリューションズフェア２０２５」内 

（９月６日・７日）「食彩日本！うまいもんまつり」内 

 ３）内容 ９月４日・５日は食品事業者向け展示会内にて、商談等を実施。 

９月６日・７日は一般向け展示即売イベント内で「島ＥＸＰＯ 五感で楽しむ

島々の彩典」として開催。 

・島の食品をはじめとした特産品等の販売等 

・島の PR（観光、移住、ふるさと納税など） 

・ステージ（島の歌や踊りの披露等／関西奄美会ほか） 

・島々の日本情報コーナー（運営：日本離島センター） 

・飲食コーナー「島めぐりおでん」（運営：一般社団法人離島百貨店） 

・販売ブース「離島つながる商店」（ 同上 ） 

・書籍販売コーナー（運営：紀伊國屋書店梅田本店） 等 

 ４）参加 ９月４日・５日「島の逸品ブース」    ４１団体 

      ９月６日・７日「島ＥＸＰＯ 五感で楽しむ島々の彩典」 ９０団体 

うち連続参加 ２６団体 
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⑤各種離島ＰＲ活動の支援 

ア．離島の観光・物産等振興宣伝活動への助成 

離島産業の活性化のため、離島住民・団体による「①展示会等出展」や、観光や物産販売

の推進に資する「②ウェブサイト等制作」および「③広報映像等制作」などの宣伝活動に対

し助成する。令和７年度は以下の事業に助成した。 
 

都道県 市町村 事業名 事業主体 類型 

北海道 利尻町 
利尻島・礼文島・奥尻島・天売島・焼尻島 
食と観光 PR 

利尻町観光協会 ① 

北海道 羽幌町 北の恵み食べマルシェ 2025 出展事業 
一般社団法人 天売島

おらが島活性化会議 
① 

東京都 新島村 新島ガラス展 
新島ガラスアートセ

ンター 
① 

新潟県 粟島浦村 「島はるかクッキー」島外販売事業 
一般社団法人 粟島観

光協会 
① 

新潟県 佐渡市 佐和田料飲店組合 MAP ウェブサイト化 佐和田料飲店組合 ② 

新潟県 佐渡市 
さどの島銀河芸術祭２０２５宣伝活動・展示

会等出展事業 

一般社団法人佐渡国

際芸術推進機構 
① 

愛知県 南知多町 
御幣鯛奉納祭を題材に篠島の歴史映像発信

事業 
篠島観光協会 ③ 

愛知県 南知多町 
篠島中学校３年生による篠島の認知度向上、

及び篠島物産振興活動事業 
篠島漁業協同組合 ① 

香川県 丸亀市 せとうち島フェスタ 2025 青木石材協同組合 ① 

熊本県 天草市 御所浦の魅力発信事業 
一般社団法人 天草宝

島観光協会 
② 

鹿児島県 屋久島町 
EXPO 大阪・関西万博シンポジウム・パネル

展 
やくしま未来工房 ① 

鹿児島県 屋久島町 
屋久島の閑散期イメージを覆す！映像コン

テンツ制作事業 
屋久島観光協会 ③ 

鹿児島県 天城町 ”とくの島”観光・物産フェア in 東京 徳之島観光連盟 ① 

鹿児島県 伊仙町 第 13 回徳之島祭りへの参加 伊仙町商工会 ① 

鹿児島県 和泊町 

「フラワー都市交流連絡協議会」を活用した

観光 PR 動画制作及びプロモーション活動業

務 

フラワー都市交流連

絡協議会和泊町事務

局 

③ 

鹿児島県 和泊町 「豊中まつり 2025」における PR ブース出展 

花の島沖えらぶジョ

ギング大会実行委員

会 

① 

沖縄県 伊江村 
第 16 回サンシャインシティ沖縄めんそーれ

フェスタ 
伊江村商工会 ① 

合 計 ８都道県 １３市町村 １７事業 
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イ．「しま山１００選」のＰＲ事業 

 離島の観光振興に資するよう「しま山１００選」のＰＲを引き続き実施した。 

 

ウ．デジタルサイネージによる情報発信 

 離島の情報を広く一般に届けるため、令和７年度は下記の内容で実施した。 

１）内容 離島の絶景を用いたショート動画（「アイランダー２０２５」告知含む） 
２）放映 首都圏の私鉄（東武線、西武線）車内にて掲出。 

 

エ．大阪・関西万博での離島ＰＲ活動 

高校生の視点から日本の離島の魅力を広く発信することを目的に、特定非営利活動法人

ゼリ・ジャパンと共催で以下のとおり「Young Islanders Forum Japan in EXPO」を開催し

た。 

 

１）主催：特定非営利活動法人ゼリ・ジャパン・公益財団法人日本離島センター  

２）日程：令和７年８月１８日（月） 

３）場所：「大阪・関西万博２０２５」会場内ブルーオーシャンドーム 

４）内容： 

離島で暮らす７人の高校生が登壇し、日本の離島の魅力を国内外に発信した。 

５）登壇者： 

〈司会〉入江  潤 一般社団法人サステイナブル教育開発機構(educore) 代表  

    板垣秋佳里 北海道奥尻高等学校３年  

    泉  和穂 長崎県立五島海陽高等学校３年 

    森  太陽 鹿児島県立徳之島高等学校３年 

    池渕  寛太 長崎県立壱岐高等学校２年 

    山口  晃輝 長崎県立壱岐高等学校２年 

    平間 悠誠 長崎県立対馬高等学校２年 

    安田 瑛乃 長崎県立対馬高等学校２年 

 

オ．「しまのうた」の作成 

 島の魅力を広くＰＲするとともに、本財団主催のイベントや島の学校などでの活用を目

的に楽曲『星なる島よ』（作詞・作曲：半﨑美子）を制作しＣＤを関係者に配布した。 
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⑥情報化推進 

本財団公式ＨＰ「しましまネット」を、公益財団法人にふさわしい離島の情報発信ツール

とするとともに、幅広いリンクを通じて地域間の交流促進に寄与する運用を行った。あわせ

てフェイスブックによる情報発信を実施した。 

「しましまネット」による主な情報発信は以下のとおり。 

１）「島からのお知らせ―情報発信・情報検索―」 

   会員市町村から情報提供のあったイベント、求人、移住・留学情報等を一覧、検索す

ることができる。また、各島のデータを掲載した「日本の島検索（日本の島データベー

ス）」を実装している。 

２）刊行物の情報を更新 

  ①季刊『しま』の最新号及びバックナンバー 

  ②『離島統計年報』 

  ③新版『島々の日本』 

３）会員市町村専用ページのコンテンツ 

  ①情報提供入力フォーム 

   会員市町村が直接「しましまネット」へ「イベント、求人、移住・留学情報」等を掲

載することができる。 

  ②各種名簿 

  ③行事カレンダー 

  ④「離島情報」 

４）公益法人情報公開規程に即した公告を掲載 
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（５）離島人材育成基金助成事業 

   離島住民の自主的な住民活動を支援し、新しい活力ある離島の実現に必要な人材の育成

を図ることを目的として設置した「離島人材育成基金」の運用益による助成事業等を実施

するもの。 

    令和７年度は１３事業に助成を行った。 
 

（本体型事業） 

都道県 市町村 事業名 申請者 

東京都 八丈町 
島の宝を見つけ育てるプロジェクト ―島から

問い直す生と死の循環― 
伊豆諸島シネマセンター 

東京都 小笠原村 

小笠原諸島に生息するミナミハンドウイルカ普

及事業 ―島民とともに築く持続可能な観光資

源利用－ 

一般社団法人小笠原ホエ

ールウォッチング協会 

新潟県 佐渡市 

離島最大の汽水湖『加茂湖』関連活動団体認知度

向上プロモーション動画制作を題材としたプレ

イングマネージャー人材育成事業 

佐渡市地域おこし協力隊 

両津班 

愛知県 南知多町 うみとしまから 
一般社団法人 

日間賀島観光協会 

島根県 西ノ島町 
整地再考１「忘れられた岩、口伝ある岩、祀られ

た岩」 

隠岐アートトライアル 

実行委員会 

岡山県 岡山市 
アートと環境教育一体型の『島の手入れプロジェ

クト sustain』の実施 

一般社団法人 

犬島ととと倶楽部 

長崎県 五島市 奈留島の魅力再発見・星空ツアーガイド育成事業 
特 定 非 営 利 活 動 法 人

DONDON 奈留 

鹿児島県 和泊町 えらぶの食文化推進事業 
一般社団法人 

おきのえらぶ島観光協会 

合計 ７都県   ８市町村   ８事業 
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（知的支援型事業） 
都道県 市町村 事業名 申請者 

新潟県 佐渡市 市民がつくる佐渡の味噌ミュージアム造成事業 佐渡の味噌作りと巨木大

樽を継承する実行委員会 

山口県 上関町 『植物の宝島』で新たな魅力発見・祝島２ 祝島ネット 21 

合計 ２県   ２市町   ２事業 
 
（視察研修型事業） 

都道県 市町村 事業名 申請者 

三重県 鳥羽市 鳥羽市離島空き家等利活用推進事業 一般社団法人離島未来舎 

合計 １県   １市   １事業 
 
（研究助成型事業） 

都道県 市町村 事業名 申請者 

新潟県 粟島浦村 
「土を知る」ことから粟島ブランド作物の持続可

能な栽培について考える ～将来世代と取り組

む土の健康診断と土壌断面標本作製～ 

学校法人新潟総合学園新

潟食料農業大学食料産業

学科 

愛媛県 上島町 上島町における放置竹林を活用した竹炭生産の

実証研究 
弓削商船高等専門学校 
電子機械工学科 

合計 ２県   ２町村   ２事業 
 
※活動助成型の令和７年度採択は無し 
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（６）財団設立６０周年記念表彰式典の開催 

昭和４１年２月２２日に設立した日本離島センターの設立６０周年を記念し、本財団の

運営および各種事業の推進に尽力され、本財団の発展と目的の達成に多大な貢献をいただ

いた方々を対象とした「功労者表彰式」「記念講演」を実施。また、本財団を支えてきてい

ただいた関係者を招き、これまでのご支援に感謝する会として「記念祝賀会」を下記のとお

り開催した。 

 
●第１部 功労者表彰式 
日 時：令和８年２月２７日（金）午後２時 
場 所：東京都千代田区「グランドアーク半蔵門 富士の間」 
 
役員受賞者（２２人） 
・出席（１５人） 
北海道奥尻町長      新村 卓実 
前・東京都三宅村長      櫻田 昭正 
前・東京都御蔵島村長      広瀬 久雄 
島根県海士町長      大江 和彦 
島根県知夫村長      平木 伴佳 
前・山口県周防大島町長     椎木  巧 
前・長崎県五島市長      野口市太郎 
前・長崎県平戸市長      黒田 成彦 
前・長崎県小値賀町長      西  浩三 
前・大分県津久見市長      川野 幸男 
鹿児島県西之表市長      八板 俊輔 
鹿児島県長島町長      川添  健 
鹿児島県中種子町長      田渕川寿広 
鹿児島県南種子町長      小園 裕康 
沖縄県座間味村長      宮里  哲 
・欠席（６人） 
前・北海道利尻町長      保野 洋一 
兵庫県南あわじ市長      守本 憲弘 
前・岡山県備前市長      𠮷𠮷村 武司 
福岡県糸島市長      月形 祐二 
長崎県対馬市長      比田勝尚喜 
前・鹿児島県十島村長      肥後 正司 
 
事業関係受賞者（７人） 
・出席（６人） 
日本スポーツ文化研究所代表／日本女子体育大学招聘教授 福岡 孝純 
株式会社メッツ研究所取締役     枝松 克巳 
著述業／元・東京都青ヶ島村助役    菅田 正昭 
有限会社サステイナブル・デザイン代表取締役  西原  弘 
写真家        加藤 庸二 
写真家        小林  惠 
・欠席（１人） 
元・城西国際大学教授      阿比留勝利 
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●第２部 記念講演 
日 時：令和８年２月２７日（金）午後３時３０分 
場 所：東京都千代田区「グランドアーク半蔵門 華の間」 
テーマ：首長経験者の眼から見た地方創生 
講 師：樋渡 啓祐 （一社）全国自治体ライドシェア連絡協議会理事長 
参 加：受賞者および随行２６人 市町村関係者５９人 
 
 
●第３部 記念祝賀会 
日 時：令和８年２月２７日（金）午後５時３０分 
場 所：東京都千代田区「グランドアーク半蔵門 富士の間」 
※同会場で午後５時よりシンガー・ソングライター半﨑美子氏より、しまのうた「星なる島

よ」が披露された。 
 
次 第： 
開会 
主催者挨拶 
 荒木 耕治 公益財団法人日本離島センター理事長 
来賓ご挨拶 
 石原 宏高 環境大臣 
 武部  新 自由民主党離島･半島振興特別委員会委員長代理 
乾杯 
 荒川 政義 全国離島振興市町村議会議長会会長 
来賓紹介 
出席国会議員ご本人紹介・挨拶 
閉会 
 
出席者  ２８１人 ※敬称略 
１．来賓（２００人）  
①国会議員（７４人） ※政務三役は関係省庁の人数に計上 
衆議院議員（３１人） 
・本人出席（１１人） 
武部  新 （自民 北海道12区） 
石原 宏高 （自民 東京都３区）環境大臣 
盛山 正仁 （自民 兵庫県１区） 
谷  公一 （自民 兵庫県５区） 
髙階恵美子 （自民 島根県１区） 
仁木 博文 （自民 徳島県１区）厚生労働副大臣 
加藤 竜祥 （自民 長崎県２区）国土交通大臣政務官 
三反園 訓 （自民 鹿児島県２区）財務大臣政務官 
大島  敦 （中道 北関東比例区） 
中野 洋昌 （中道 近畿比例区） 
吉田 真次 （自民 中国比例区） 
山崎 正恭 （中道 四国比例区） 
鍋島 勢理 （国民 中国比例区） 
保岡 宏武 （自民 九州比例区） 
河野 義博 （中道 九州比例区） 
 
・代理出席（２０人） 
神谷  裕 （中道 北海道10区） 
津島  淳 （自民 青森県１区）内閣府副大臣 
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新藤 義孝 （自民 埼玉県２区） 
坂井  学 （自民 神奈川県５区） 
鷲尾英一郎 （自民 新潟県４区） 
西村 康稔 （自民 兵庫県９区） 
山口  壯 （自民 兵庫県12区） 
新谷 正義 （自民 広島県４区） 
山本  深 （自民 広島県５区） 
高村 正大 （自民 山口県１区） 
井原  巧 （自民 愛媛県２区） 
西岡 秀子 （国民 長崎県１区） 
金子 恭之 （自民 熊本県４区）国土交通大臣 
広瀬  建 （自民 大分県２区）農林水産大臣政務官 
野間  健 （中道 鹿児島県３区） 
國場幸之助 （自民 沖縄県１区） 
西銘恒三郎 （自民 沖縄県４区） 
河西 宏一 （中道 東京 比例区） 
西村智奈美 （中道 北信越 比例区） 
一谷勇一郎 （維新 近畿 比例区） 
平沼正二郎 （自民 中国 比例区） 
金城 泰邦 （中道 九州 比例区） 
小里 泰弘 （自民 九州 比例区） 
 
参議院議員（４３人） 
・本人出席（２０人） 
上月 良祐 （自民 茨城県） 
塩村あやか （立憲 東京都） 
竹谷とし子 （公明 東京都） 
塩入 清香 （参政 東京都） 
山添  拓 （共産 東京都） 
里見 隆治 （公明 愛知県） 
杉本 純子 （参政 愛知県） 
片山 大介 （維新 兵庫県） 
青木 一彦 （自民 鳥取・島根県） 
江島  潔 （自民 山口県） 
原田 秀一 （国民 香川県） 
山本 啓介 （自民 長崎県）農林水産大臣政務官 
尾辻 朋実 （無 鹿児島県） 
山谷えり子 （自民 比例区） 
舞立 昇治 （自民 比例区）財務副大臣 
横山 信一 （公明 比例区） 
谷合 正明 （公明 比例区） 
窪田 哲也 （公明 比例区） 
佐々木雅文 （公明 比例区） 
浜口  誠 （国民 比例区） 
山田 吉彦 （国民 比例区） 
福島みずほ （社民 比例区） 
 
・代理出席（２３人） 
船橋 利実 （自民 北海道） 
櫻井  充 （自民 宮城県） 
芳賀 道也 （無 山形県） 
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石井 準一 （自民 千葉県） 
猪口 邦子 （自民 千葉県） 
朝日健太郎 （自民 東京都） 
川村 雄大 （公明 東京都） 
奥村 祥大 （国民 東京都） 
宮本 周司 （自民 石川県） 
こやり隆史 （自民 滋賀県） 
加田 裕之 （自民 兵庫県） 
高橋 光男 （公明 兵庫県） 
佐々木りえ （維新 大阪府） 
岡崎  太 （維新 大阪府） 
西田 英範 （自民 広島県） 
古賀 之士 （立憲 福岡県） 
山内佳菜子 （立憲 宮崎県） 
野村 哲郎 （自民 鹿児島県） 
鈴木 宗男 （自民 比例区） 
森 ゆうこ （立憲 比例区） 
原田大二郎 （公明 比例区） 
大島九州男 （れ新 比例区） 
梅村みずほ （参政 比例区） 
 
②関係省庁（４０人） 
ア．国土交通省（１４人） 
   国土交通大臣      金子 恭之（代理） 
   国土交通大臣政務官     加藤 竜祥 
   国土交通審議官      塩見 英之 
   国土政策局長      佐々木 正士郎 
   大臣官房審議官      天野 正治 
   国土政策局離島振興課長    浪越 祐介 
   国土政策局離島振興課課長補佐    湯澤 信行 
   国土政策局離島振興課課長補佐    木下 賢祐 
   国土政策局離島振興課課長補佐    鴨打 浩一 
   国土政策局離島振興課主査    戸田 絵美 
   国土政策局特別地域振興官    熊谷 友成 
   物流・自動車局旅客課長    重田 裕彦 
   海事局次長      河野  順 
   航空局航空ネットワーク部空港計画課長  楠山 哲弘 
 
イ．総務省（３人） 
   自治行政局地域自立応援課地域振興室長  近藤 寿喜 
   地域自立応援課過疎対策室長    渡辺 善敬（代理） 
   総合通信基盤局電気通信事業部基盤整備促進課長 平松 寛代 
 
ウ．財務省（２人） 
   財務副大臣      舞立 昇治 
   財務大臣政務官      三反園 訓 
 
エ．農林水産省（８人） 
   農林水産大臣政務官     山本 啓介 
   農林水産大臣政務官     広瀬  建（代理） 
   大臣官房審議官      坂本 慶介 
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   畜産局総務課長      三上 卓矢 
   農村振興局農村政策部地域振興課長   能見 智人 
   水産庁漁港漁場整備部長    中村  隆 
   水産庁漁港漁場整備部事業課長    的野 博行 
   水産庁漁港漁場整備部防災漁村課長   新村 耕太 
 
オ．厚生労働省（３人） 
   厚生労働副大臣      仁木 博文 
   厚生労働省大臣官房審議官    榊原  毅 
   医政局長      森光 敬子 
 
カ．環境省（１人） 
   環境大臣      石原 宏高 
 
キ．経済産業省（１人） 
   資源エネルギー庁資源・燃料部燃料流通政策室長 甲元 信宏 
 
ク．文部科学省（２人） 
   大臣官房文教施設企画・防災部長   蝦名 喜之 
   大臣官房文教施設企画・防災部施設助成課長  福島  崇 
 
ケ．内閣府（６人） 
   副大臣       津島  淳（代理） 
   大臣政務官      古川 直季 
   総合海洋政策推進事務局事務局長   舟本  浩 
   総合海洋政策推進事務局事務局次長   川﨑  暁 
   総合海洋政策推進事務局参事官    平野 明徳 
   総合海洋政策推進事務局参事官    符川 公平（代理） 
 

③国土交通省離島振興課 OB（６人） 
 
④離島関係都道県知事・同議会議長（１４人） 
北海道知事       鈴木 直道（代理）他随行者１人 

新潟県知事       花角 英世（代理） 

三重県知事       一見 勝之（代理） 

島根県知事       丸山 達也（代理） 

広島県知事       横田 美香（代理） 

山口県知事       村岡 嗣政（代理） 

愛媛県知事       中村 時広（代理） 

佐賀県知事       山口 祥義（代理） 

長崎県知事       平田  研（代理）他随行者１人 

鹿児島県知事       塩田 康一（代理）他随行者１人 

長崎県議会議長      外間 雅広 

 
⑤関係団体等（２３人） 
全国離島振興市町村議会議長会会長    荒川 政義（他随行者３人） 

離島振興対策協議会事務局長     近藤 豊久（他随行者３人） 

全国山村振興連盟会長      谷  公一（代理） 

一般社団法人日本損害保険協会専務理事   大知 久一（他随行者４人） 

全国簡易水道協議会会長     北村 政夫（代理） 

公益社団法人全国自治体病院協議会会長   望月  泉（代理） 
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公益社団法人地域医療振興協会副会長    山田 隆司 

公益社団法人全国漁港漁場協会会長    田中 郁也 

全国石油商業組合連合会会長     森   洋（代理） 

公益財団法人小笠原協会会長     遠藤 雅彦（代理） 

一般財団法人日本航空協会会長    植木 義晴（代理） 

地域航空サービスアライアンス協議会事務局長  高石 芳徳 

公益財団法人自動車リサイクル促進センター理事長  細田 衛士（代理） 

 
⑥その他センター関係者（３９人） 
河村 聡記（河村法律事務所） 
髙山 昌茂（税理士法人協和会計事務所） 
伊賀 忠義（税理士法人協和会計事務所） 
松岡 義明（松岡司法書士事務所）他随行者１人 
柏木 正博（大正大学理事長（代理：特命教授 山本 繁）） 
石上 千博（公益財団法人地方自治総合研究所理事長（代理：常任研究員 坂本 誠）） 
井上 興治（特定非営利活動法人海ロマン 21 副理事長） 
長谷川秀樹（横浜国立大学大学院教授） 
斉藤 俊幸（イング総合計画株式会社代表取締役） 
山内 昌和（早稲田大学教授） 
寺島 紘士（元・笹川平和財団参与） 
苦瀬 博仁（東京海洋大学名誉教授） 
工藤 貴史（東京海洋大学海洋政策文化学部門教授） 
前田 一浩（市町村職員中央研修所学長） 
青山富寿生（一般社団法人離島百貨店代表理事（代理：理事 兼本 潔）） 
多和田温子（認定 NPO 法人離島経済新聞社代表理事） 
古川  猛（株式会社海風舎代表）他随行者１人 
河田真智子（島旅作家） 
土屋  久（順天堂大学講師） 
竹岡 誠治（Ｔ＆Ｙ株式会社代表取締役社長）他随行者１人 
白石ユリ子（ＮＰＯ法人 海のくに・日本理事長）他随行者１人 
箭内 博行（写真家） 
齋藤  潤（著述家） 
小林  希（株式会社 Office ひるねこ） 
田端  浩 
（公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団会長（代理：若林理事長））他随行者１人 
辰野  勇 
（株式会社モンベル代表取締役会長（代理：広報部部長代理 渡辺賢二））他随行者１人 
福田 幸司（東京七島新聞社代表取締役社長） 
荒木 正人（株式会社共同通信社） 
新村 則人（garden） 
比嘉 夏子（合同会社メッシュワーク代表社員）他随行者１人 
乾  政秀（水土舎） 
井月 保仁（島旅フォトライター） 
 
⑦財団元職員（４人） 
 
２．功労者表彰受賞者・本財団会員等（８１人） 
①受賞者    （２５人）※随行者含む 
②市町村長等（代理含む）  （２５人）※受賞者除く 
③各都道県離島振興協議会等職員 （２０人） 
④本財団職員    （１１人） 
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令和７年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第３

４条第３項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しな

いので作成しない。 
 

令和８年５月 

公益財団法人 日本離島センター 
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